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今月の主な内容
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主な事業と決算額

平成25年度 決 算 報 告

◆農林水産費
○防火帯設置工事� 3,570万円
○県漁業信用基金協会貸付事業� 2,000万円

◆商工費�
○大熊町中小企業合理化資金
融資制度貸付事業� 1億1,500万円

◆土木費
○道路維持事業� 2,359万5千円
○会津若松市仮設住宅管理事業� 1億1,724万2千円
○いわき市仮設住宅管理事業� 2,606万2千円

◆消防費
○広域圏組合消防費負担金� 1億5,048万1千円
○防火水槽新設工事� 2,467万5千円
○見回り隊パトロール業務委託事業� 4,311万5千円

◆教育費
○スクールバス運行委託事業� 1億2,802万1千円
○小学校管理事業� 4,897万1千円
○中学校管理事業� 1,517万4千円
○幼稚園管理事業� 4,485万2千円

◆災害復旧費
○屋根養生補修工事� 1,340万9千円

◆公債費
○元利償還金� 4,117万1千円

◆諸支出金
○国民健康保険特別会計操出金� 1,748万1千円

◆総務費
○庁舎空調設備工事� 7,297万5千円
○総合振興（復興）計画策定事業� 3,787万5千円
○ICT（タブレット）活用事業� 1億8,818万円
○電源立地地域対策交付金事業
　修繕維持補修基金積立金� 15億6,149万8千円
○電源交付金施設維持運営事業基金
　積立金� 5億210万8千円
○東日本大震災復興基金
　積立金� 30億4,785万2千円
○東日本大震災復興交付金
　基金積立金� 6,000万6千円

◆民生費
○老人福祉事業� 5,743万8千円
○自立支援事業� 9,917万1千円
○後期高齢者医療費� 1億1,970万3千円
○児童手当支給事業� 2億2,575万円
○災害弔慰金支給事業� 7,750万円
○津波被害見舞金� 5,200万円

◆衛生費
○予防接種事業� 2,259万2千円
○町内公営墓地環境整備事業�1億3,195万6千円
○広域圏組合衛生費負担金� 9,137万3千円
○住民健康増進事業� 4,305万4千円
○放射線対策費� 3,267万5千円
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一般会計歳入決算の状況
96億8,434万8千円
一般会計歳入決算の状況
96億8,434万8千円

一般会計歳出決算の状況
93億944万1千円
一般会計歳出決算の状況
93億944万1千円

〔町民税〕 2億7,224万3千円  

     個人 2億819万6千円

     法人 6,404万7千円  

〔固定資産税〕 32億863万1千円  

     土地 2,675万7千円

     家屋 3億587万2千円

     償却資産 20億3,337万1千円  

     交納付金 669万6千円

〔軽自動車税〕 1,518万1千円  

○議会費 7,843円
○総務費 57万1,832円
○民生費 9万7,031円
○衛生費 4万974円
○農林水産業費 1万834円
○商工費 1万3,512円
○土木費 3万1,824円
○消防費 2万4,852円
○教育費 4万7,585円
○災害復旧費 1,265円
○公債費 3,778円
○諸支出金 2,827円

(7.8%)

(76.5%)

(23.5%)

(91.8%)

(1.1%)

(12.9%)

(85.7%)

(0.3%)

(0.4%)

町税収入内訳

町民１人当たりの支出額
85万4,156円

町税
34億9,605万4千円
（36.1％）

総務費
62億3,239万
2千円
（67.0％）

民生費
10億5754万
（11.4％）

議会費
8,547万8千円
（0.9％）

国県支出金
34億4,597万

4千円
（35.6％）

地方譲与税など
14億9,827万6千円

（15.5％）

繰入金など
10億4,046万4千円
（10.7％）

諸収入
1億7,265万7千円
（1.8％）

財産収入
3,092万3千円（0.3％）

源
財
主

自

源
（48.9％）（51.1％）

財

存
依
歳 入
96億
8,434万
8千円

歳 出
93億
944万
1千円

平成26年３月31日現在の
人口（10,899人）より計算( ）

衛生費
4億4,657万4千円

（4.8％）

農林水産業費
1億1,807万

6千円
（1.3％）

商工費
1億4,727万
2千円
（1.6％）

土木費
3億4,685万1千円
（3.7％）

消防費
2億7,086万（2.9％）

教育費
5億1,862万9千円
（5.6％） 災害復旧費

1,378万5千円
（0.1％）

公債費
4,117万1千円（0.4％）
諸支出金
3,081万3千円（0.3％） 
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基金の現状 
（単位：千円）

区　　分
平成 24 年度末

現在高

平成 25 年度中 平成 25 年度末

現在高積  立  金 取  崩  額

財 政 調 整 基 金 7,339,693 317,553 0 7,657,246

そ の 他 の 基 金 11,648,942 5,178,352 715,922 16,111,372

特別会計の基金 399,945 214,706 13,346 601,305

合 計 19,388,580 5,710,611 729,268 24,369,923

特別会計歳入歳出決算の状況 

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引

 坂下ダム施設管理事業 3,955万8千円 3,763万7千円 192万1千円

 国民健康保険 26億4,198万円 23億3,792万9千円 3億405万1千円

 奨学資金貸与 6,327万5千円 3,458万9千円 2,868万6千円

 地域下水道事業 212万8千円 193万1千円 19万7千円

 特定環境保全公共下水道事業 34万4千円 6万6千円 27万8千円

 農業集落排水事業 30万1千円 1万9千円 28万2千円

 住宅団地造成事業 5万円 4万7千円 3千円

 工業団地造成事業 5万円 4万7千円 3千円

 中央台霊園管理事業 178万円 160万8千円 17万2千円

 介護保険事業

　・介護保険事業勘定

　・介護サービス事業勘定

11億4,930万3千円
561万7千円

10億6,349万3千円
515万4千円

8,581万円
46万3千円

 後期高齢者医療 2,317万4千円 2,287万9千円 29万5千円

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して経理する会計で、大熊町には
以下の特別会計があります。

町債の状況
  町の借金である町債は、下水道や総合体育館、健康公園など施設整備の財源調達を目的に起
こされました。平成25年度末の町債残高は62,403千円です。町民一人あたりに換算すると
5,726円となります。				  
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 1 健全化判断比率
指　標　名 大熊町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0％ 20.0％
連結実質赤字比率 － 20.0％ 40.0％
実 質 公 債 費 比 率 −1.5％ 25.0％ 35.0％
将 来 負 担 比 率 － 350.0％

(備考)　実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は、
　　　  「－」で表示しています。

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき平成２５年度決算の健全化判断比率および
資金不足比率の状況をお知らせします。

◇実質赤字比率
一般会計等※１を対象とした実質赤字額の標準財政規模※２に対する比率。
一般会計等※１の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの

◇連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模※２に対する比率。
すべての会計の赤字や黒字を合算し、赤字の程度を指標化し、財産運営の悪化の度合いを示すもの。

◇実質公債費比率
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とする額に対する比率の３カ年
平均。
借入金（地方債）の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。

◇将来負担比率
地方公社や損失補償を行っている出資法人等に係るものも含め、一般会計等が将来負担すべき実質的な負
債の標準財政規模※２を基本とする額に対する比率。
一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将
来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

※１　一 般 会 計 等…本町では、一般会計と特別会計のうち坂下ダム施設管理事業特別会計･地域下水道事業特
別会計・中央台霊園管理事業特別会計が該当します。

※２　標準財政規模…町の標準的な状態で通常収入されると見込まれる経常的一般財源の規模を示すもの。

健全化判断比率および資金不足比率の状況

 2 資金不足比率
特　別　会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準

特定環境保全公共下水道事業特別会計 －
20.0％農業集落排水事業特別会計 －

宅地造成事業特別会計（住宅団地造成事業特別会計・工業団地造成事業特別会計） －
 （備考）資金不足比率が算定されない場合は、「－」で表示しています。

◇資金不足比率
公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率。
公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪

化の度合いを示すもの。

【お問い合わせ先】　大熊町役場会津若松出張所　総務課財政係
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（７）職員手当の状況

期末手当

勤勉手当

区　　分 6月期 12月期 計
期末手当 1.225 月分 1.325 月分 2.55 月分
勤勉手当 0.675 月分 0.675 月分 1.35 月分
計 1.900 月分 2.000 月分 3.90 月分

職制上の段階、職務の等級による加算措置あり（12月期は予定）

退職手当

（平成 26 年

4 月 1 日現在）

支　給　率

退職事由 自己都合 定年・勧奨
勤続 20年 21.620 月分 27.025 月分
勤続 25年 30.820 月分 36.570 月分
勤続 35年 43.700 月分 52.440 月分
最高限度 52.440 月分 52.440 月分

定年前早期退職者に対する加算措置あり

特殊勤務手当

（平成 26 年

4 月 1 日現在）

職員全員に占める手当支給
職員の割合

32.2％
代表的な
手当の名称

・税務職員の特殊勤務手当
・幼稚園教諭の特殊勤務手当
・伝染病防疫作業員の特殊勤務手当
・災害応急作業等に従事する職員の
　特殊勤務手当

支給対象者職員 1人当たり
の平均支給月額

9,800 円

手当の種類（手当数） 7種類
時間外勤務手当

（平成 26 年

4 月 1 日現在）

正規の勤務時間を超えて勤
務したときに支給される手当
･ 支給割合　39.8％

住居手当

（平成 26 年

4 月 1 日現在）

【借屋・借間】
月額 9,500 円を超える家賃を支払っている
職員に対し 100 円〜 27,000 円

扶養手当

（平成 26 年

4 月 1 日現在）

･ 配偶者 13,000 円
･ 配偶者以外の扶養親族
6,500 円（職員に配偶者
がない場合にあってはそ
のうち 1 人については
11,000 円）
･ 扶養親族のうち満 16 歳
の年度初めから満 22 歳
の年度末までの子 1人に
つき 5,000 円加算

通勤手当

（平成 26 年

4 月 1 日現在）

交通機関等
利用者

・58,000円まで全額
・58,000円を超えた場合
　その超えた額の1/2を
　58,000円に加えた額

交通用具
使用者

片道2km以上の通勤距離に応
じて
2,600 円～ 50,400 円

（８）特別職の報酬等の状況

給料（報酬）月額 期末手当

給　料
町　長
副町長
教育長

616,000円
483,200円
440,000円

報　酬
議　長
副議長
議　員

232,800円
199,200円
187,200円

（26 年度支給割合）
計算の基礎となる額は、給
料･報酬月額に15％加算
した額（12月分は予定）

6月期
12月期

計

1.4月分
1.5月分
2.9月分

（９）職員数の状況（全職種）� （単位：人）

　部門

年度　

一般行政
特別

行政
公営企業等

計

議会 総務 税務 民生 衛生 農水 土木 教育 国保 介護 後期
高齢

26 2 45 7 11 12 4 9 16 3 9 1 119

大熊町の職員給与
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町職員の給与は、国の人事院や県人事委員会の給与勧告、他の地方公共団体の給与との均衡を考えながら、
町議会の審議を経て、条例で定められています。
なお、ここに用いている数値は、毎年4月1日現在の「地方公務員給与実態調査」「地方公共団体定員管理調査」
および「当初予算書」などを基にしています。

（１）人件費の状況（普通会計決算書）

年度 住民基本台帳人口 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率
（B/A)

25 平成26年3月31日現在　10,899人 9,337,381千円 195,948千円 890,555千円 9.5％
（注）人件費には、特別職に支給される給与などが含まれます。

（２）職員給与費の状況（一般会計当初予算）

年度 職員数
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計

26 98 人 349,004 千円 71,159 千円 137,853 千円 558,016 千円
（注）職員手当には、退職手当は含まれていません。
　　職員とは、一般行政職員、学校以外の教育関係職員、幼稚園教諭、技能労務職員です。

（３）職員の平均給料月額および平均年齢の状況� （平成26年4月1日）

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 293,800 円 39.1 歳
技能労務職 295,500 円 55.3 歳

（４）職員の初任給の状況� （平成26年4月1日）

区　　分 法定初任給 採用2年目経過日給料

一般行政職
大学卒 175,100 円 187,200 円
高校卒 142,500 円 151,000 円

技能労務職 高校卒 139,500 円 147,900 円

（５）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況� （平成26年4月1日）

区　　分
経　験　年　数

10〜15年 15〜20年 20〜25年 25〜30年 30〜35年 35年以上

一般行政職
大学卒 290,900 円 333,600 円 357,300 円 385,700 円 402,800 円 418,800 円
高校卒 216,100 円 288,800 円 323,600 円 － － 409,700 円

（６）一般行政職の級別職員数の状況� （平成26年4月1日）

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

計標準的な職務
内　　　容

主事補
主事 主査等 主　任

主査等 主幹等 課長 総括課長

職　員　数 24人 13人 31人 14人 12人 1人 95人
構　成　比 25.3％ 13.7％ 32.6％ 14.7％ 12.6％ 1.1％ 100％

（注）代表的な職種である一般行政職（税務職員、保健師、保育士、技能労務職、幼稚園職員を除く）
　　職務とその職員数および構成比です。

お知らせします
町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、町職員の給与などについて、お知らせします。
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大
熊
町
消
防
団
の
秋
季
検
閲

式
は
９
月
27
日
、
会
津
若
松
市

の
大
野
小
・
熊
町
小
校
庭
で
行

わ
れ
、
団
員
が
き
び
き
び
と
し

た
動
き
を
披
露
し
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
団
員
66
人
が
参
加
。

渡
辺
利
綱
町
長
、
吉
田
稔
団
長

ら
が
立
ち
会
い
、
通
常
点
検
を

受
け
た
ほ
か
、
規
律
訓
練
や
分

列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
秋
晴

れ
の
下
、
息
の
合
っ
た
動
作
を

披
露
す
る
団
員
に
、
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
席
上
、
団
長
表

彰
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
地
域
の

予
防
消
防
に
尽
力
し
た
長
年
の

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
秋
季
町
長
杯

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
は
10
月
３

日
、
北
塩
原
村
の
グ
ラ
ン
デ
コ

リ
ゾ
ー
ト
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
開
か
れ
、
63
人
が
秋
空
の
下

で
さ
わ
や
か
に
汗
を
流
し
ま
し

た
。
紅
葉
が
始
ま
っ
た
山
々
を

バ
ッ
ク
に
、
36
ホ
ー
ル
で
腕
を

競
い
ま
し
た
。
競
技
の
結
果
、

男
子
は
冨
田
英
市
さ
ん
、
女
子

は
冨
田
睦
子
さ
ん
が
夫
婦
で
優

勝
し
ま
し
た
。

▽
男
子
①
冨
田
英
市
②
泉
篤
③

尾
内
光
男
▽
女
子
①
冨
田
睦
子

②
斉
藤
絹
子
③
佐
藤
洋
子

大
熊
町
教
育
委
員
会
の
臨
時

会
は
10
月
１
日
開
か
れ
、
教
育

長
に
武
内
敏
英
教
育
委
員

（
70
）
を
選
び
ま
し
た
。
武
内

教
育
長
は
４
期
目
で
、
任
期
は

平
成
30
年
９
月
ま
で
で
す
。
臨

時
会
に
先
立
ち
、
教
育
委
員
の

任
命
が
行
わ
れ
、
渡
辺
利
綱
町

長
が
辞
令
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。
武
内
教
育
長
は
「
避
難
生

活
は
続
い
て
い
る
が
、
教
育
の

質
向
上
と
豊
か
な
教
育
環
境
の

整
備
に
引
き
続
き
努
力
し
た

い
。
社
会
教
育
に
つ
い
て
も
、

会
津
若
松
市
の
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
進
め
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　　　　 きびきび消防団検閲

町長杯パークゴルフ 63 人熱戦

教育長４期目、武内氏に辞令交付

通常点検を受ける消防団員

狙いを定めてショットを打つ参加者

辞令書を受ける武内氏（右）

子どもらと記念撮影に応じる高安関

大
相
撲
の
高
安
関
は
10
月
９

日
、
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張

所
を
訪
れ
、
仮
設
住
宅
の
住
民

ら
と
交
流
し
ま
し
た
。
町
民
が

知
人
を
通
じ
て
訪
問
を
依
頼

し
、
実
現
し
ま
し
た
。
高
安
関

は
町
民
と
親
し
げ
に
記
念
写
真

に
収
ま
っ
た
り
、
握
手
や
サ
イ

ン
に
気
軽
に
応
じ
た
り
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
本
物
の
お

相
撲
さ
ん
に
会
え
て
大
喜
び
の

様
子
で
し
た
。
１
時
間
ほ
ど
の

交
流
の
間
、
高
安
関
の
周
囲
に

は
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

高安関、いわきで町民と交流

表紙の写真
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まちの話題 Town Topics

町立小学校の実習田で稲刈り

広島土砂災害で大熊中が義援金

楽しく歌ってストレス解消

会
津
若
松
市
の
仮
校
舎
で
学

ぶ
大
野
小
・
熊
町
小
児
童
は
９

月
24
日
、
実
習
田
で
栽
培
し
て

い
た
も
ち
米
の
稲
刈
り
を
行
い

ま
し
た
。
栽
培
は
近
く
の
農
家

の
協
力
を
得
て
今
年
初
め
て
実

施
し
ま
し
た
。
５
月
に
田
植
え

し
た
コ
メ
は
黄
金
色
に
実
り
、

栽
培
に
当
た
っ
た
５
年
生
約
30

人
が
鎌
で
10
株
ず
つ
刈
り
取
り

ま
し
た
。
12
月
に
開
か
れ
る
も

ち
つ
き
大
会
で
あ
ん
こ
も
ち
、
き

な
粉
も
ち
な
ど
に
し
て
振
る
舞

わ
れ
る
そ
う
で
、
児
童
は
収
穫

の
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

大
熊
中
は
６
月
に
発
生
し
た

広
島
土
砂
災
害
の
被
災
地
に
対

し
、
福
島
民
報
厚
生
文
化
事
業

団
を
通
じ
て
義
援
金
を
送
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
全
国

か
ら
支
援
を
受
け
た
恩
返
し
を

し
た
い
と
、
生
徒
会
役
員
が
中

心
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
10
月

７
日
か
ら
４
日
間
で
５
７
２
９

５
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
生
徒

会
長
の
阿
部
朱
也
香
さ
ん
（
３

年
）
は
「
全
国
か
ら
の
支
援
に

は
広
島
か
ら
の
も
の
も
あ
っ
た

は
ず
。
被
災
し
た
家
を
直
し
た

り
、
日
用
品
を
そ
ろ
え
た
り
す

る
こ
と
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

首
都
圏
の
合
唱
伴
奏
バ
ン
ド

「
３
１
１
有
志
」
合
奏
団
は
９

月
20
、
21
の
両
日
、
会
津
若
松

市
内
の
仮
設
住
宅
を
訪
れ
、
住

民
に
楽
し
い
歌
の
時
間
を
提
供

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
20
日
は

河
東
学
園
仮
設
住
宅
で
実
施
。

メ
ン
バ
ー
10
人
余
り
が
チ
ェ
ロ

や
キ
ー
ボ
ー
ド
、
バ
ン
ド
ネ
オ

ン
で
歌
謡
曲
や
童
謡
を
演
奏

し
、
住
民
が
大
声
で
歌
い
ま
し

た
。
住
民
が
こ
れ
ま
で
の
苦
労

な
ど
を
振
り
返
り
、
メ
ン
バ
ー

が
耳
を
傾
け
る
時
間
も
あ
り
ま

し
た
。
21
日
は
扇
町
一
号
公
園

仮
設
住
宅
で
も
活
動
し
ま
し
た
。

刈り取った稲を手に喜ぶ児童

義援金を集めた生徒会役員

メンバーの伴奏で歌を歌ったイベント

「
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１

４
ｉ
ｎ
か
わ
う
ち
」
は
９
月
28

日
、
川
内
村
の
川
内
小
で
開
か

れ
ま
し
た
。
１
０
０
０
人
分
の

も
り
た
ろ
う
大
鍋
や
ふ
た
ば
復

興
応
援
ラ
イ
ブ
、
双
葉
郡
８
町

村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
た
テ
ン
ト
が
あ
り
、
大
勢
の

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

芸
能
人
の
ス
テ
ー
ジ
や
各
地
域

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
登
場
。
マ

ミ
ー
す
い
と
ん
や
浪
江
焼
き
そ

ば
な
ど
の
飲
食
店
、
お
お
く
ま

ふ
る
さ
と
塾
に
よ
る
木
の
実
ク

ラ
フ
ト
な
ど
も
出
店
し
、
活
気

あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

大勢の人でにぎわったふたばワールド

ふたばワールドに大勢の見物客
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「
大
熊
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

ｉ
ｎ
あ
い
づ
」
は
10
月
４
日
、

会
津
若
松
市
の
松
長
近
隣
公
園

仮
設
住
宅
駐
車
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。
つ
き
た
て
の
餅
の
配
布

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
松

原
の
ぶ
え
さ
ん
に
よ
る
ふ
れ
あ

い
歌
謡
シ
ョ
ー
、
伝
統
芸
能
の

熊
川
稚
児
鹿
舞
な
ど
が
ス
テ
ー

ジ
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
町
民

に
は
お
な
じ
み
の
喫
茶
レ
イ
ン

ボ
ー
の
出
店
や
体
験
型
の
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
並
び
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
来
場
者
全
員
が
笑

顔
に
な
る
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。

大
熊
町
民
４
人
が
参
加
し
て

い
る
会
津
若
松
市
の
会
津
ア
ル

テ
女
声
合
唱
団
は
11
月
９
日
午

後
２
時
か
ら
、
会
津
風
雅
堂
で

創
立
54
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
す
。
長
嶺
正
子
代
表
と
町

民
メ
ン
バ
ー
の
長
谷
川
三
重
子

さ
ん
は
10
月
２
日
、
町
役
場
会

津
若
松
出
張
所
を
訪
れ
、
渡
辺

利
綱
町
長
に
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。
２
人
は
「
歌
を
通
じ
て
貴

重
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
素
敵
な
思
い
出

に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
入
場
５
０
０
円
。

多くの町民が楽しんだふるさとまつり

コンサートの抱負を語る長谷川さん（左）と長嶺さん

足湯とハンドマッサージでリラックスする参加者

読み聞かせに聞き入る児童

「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ｉ
ｎ
あ

い
づ
」
の
会
場
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
ど
こ
で
も
足
湯
隊

に
よ
る
出
張
足
湯
も
開
設
さ

れ
、
参
加
者
を
癒
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
足
湯
に
浸
か
る
参

加
者
に
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

施
し
、
楽
し
い
会
話
と
と
も
に

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。一
日
で
50
人
近
く
が
訪
れ
、

音
楽
演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
張
足
湯
は
11
月
15
、
16
の
両

日
に
も
市
内
の
仮
設
住
宅
で
開

設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

大
熊
町
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
夏
目
陽
子
代
表
）
は
会
津
若

松
市
の
大
野
・
熊
町
小
、
大
熊

中
で
読
み
聞
か
せ
活
動
を
続

け
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
震
災
前
か
ら
活
動
し

て
い
ま
し
た
が
、
震
災
後
は
メ

ン
バ
ー
が
市
内
外
か
ら
集
ま

り
、
小
学
校
に
月
１
回
、
中
学

校
に
は
週
１
回
訪
れ
て
い
ま

す
。
10
月
８
日
は
小
学
生
を
相

手
に
、
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

代
わ
る
代
わ
る
紹
介
さ
れ
る
楽

し
い
お
話
に
、
児
童
は
夢
中
で

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

若松で盛大にふるさとまつり

町民もメンバー、女声合唱団が公演

どこでも足湯隊も好評

読み聞かせに児童が夢中です
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市町村ソフト、大熊町チーム惜敗

児童の学習成果発表に感動

布絵づくりで充実の時間

第
１
回
市
町
村
対
抗
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
10
月
18
日
、

相
馬
市
で
開
幕
し
、
大
熊
町
は

川
俣
町
と
１
回
戦
を
行
い
ま
し

た
。
規
定
の
７
回
を
終
え
て
４

−

４
の
同
点
で
勝
敗
が
決
ま
ら

ず
、
無
死
二
塁
か
ら
始
ま
る
特

別
ル
ー
ル
に
よ
る
延
長
戦
の
結

果
、
５

－

６
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

２
回
戦
に
は
進
め
な
か
っ
た
も

の
の
、
１

－

３
で
迎
え
た
７
回
に

３
点
を
奪
っ
て
逆
転
す
る
な
ど
、

チ
ー
ム
は
粘
り
を
見
せ
ま
し
た
。

会
場
に
は
鈴
木
茂
副
町
長
は
じ

め
町
関
係
者
が
詰
め
か
け
、
選

手
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

熊
町
小
・
大
野
小
の
合
同
学

習
発
表
会
は
10
月
18
日
、
会
津

若
松
市
河
東
町
の
仮
校
舎
で
開

か
れ
ま
し
た
。
１
年
生
は
初
め

て
の
発
表
に
ど
き
ど
き
し
な
が

ら
も
、
大
声
で
元
気
よ
く
「
お

お
く
ま
っ
こ
の
か
ぶ
」
を
披
露
。

最
後
の
発
表
会
と
な
る
６
年
生

は
宮
沢
賢
治
の
作
品
か
ら
「
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」「
よ
だ
か
の
星
」

の
群
読
を
行
い
ま
し
た
。
最
後

に
会
場
の
人
た
ち
と
一
緒
に
「
ふ

る
さ
と
」
を
歌
い
ま
し
た
。
見

守
っ
た
保
護
者
や
教
職
員
の
皆

さ
ん
は
児
童
の
真
剣
な
発
表
に

感
動
し
、
会
場
が
拍
手
で
包
ま

れ
ま
し
た
。

避
難
先
で
周
囲
と
交
流
す
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
と
感
じ

て
い
る
方
た
ち
を
対
象
と
し
た

大
熊
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
「
の
ほ
ほ
ん
ク
ラ
ブ
」

の
第
３
回
教
室
は
10
月
14
日
、

会
津
若
松
市
の
お
お
く
ま
サ
ロ

ン
ゆ
っ
く
り
す
っ
ぺ
で
開
か
れ

ま
し
た
。
市
内
の
女
性
６
人
が

参
加
し
、
布
絵
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
色
や

柄
の
布
き
れ
を
好
み
の
大
き
さ

に
切
り
、
ア
イ
ロ
ン
で
張
り
付

け
て
心
に
浮
か
ん
だ
風
景
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
製

作
に
熱
中
し
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

市町村ソフトで善戦した大熊町チーム

学習成果を披露する児童

布絵づくりに集中する参加者

大
熊
町
第
２
次
復
興
計
画
の

策
定
に
向
け
た
第
４
回
検
討
委

員
会
は
10
月
８
日
、
町
役
場
会

津
若
松
出
張
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。
前
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
議
論
し
た
町
民
生
活
支

援
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計
画

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
事
務
局

が
報
告
。
こ
れ
を
受
け
て
委
員

は
支
援
策
の
案
な
ど
に
つ
い
て

確
認
や
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

次
回
は
計
画
の
中
間
報
告
案
が

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。
町
は
今

後
も
、
委
員
会
で
の
検
討
状
況

な
ど
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

委員会で検討が進められている計画の資料

第 4 回復興計画検討委を開催
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避
難を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に
分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状
況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどの
ような想いを抱いているのか、直接避難先へ訪
問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載さ
せていただいています。
「KIZUNAおおくまふれあい通信」を通して届
けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」
と皆さまを「絆〜きずな〜」でつないでいくこ
とができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避
難先を訪問し、インタビュー取材をさせてい
ただいています。

※掲載する文章は、インタビューした内容をも
とに記者が作成しますので、インタビューを
お受けいただいた方が文章を作成する手間は
ございません。

町文化展

大野小の森林教室

熊町幼稚園の生活発
表会

　KIZUNAおおくまふれあい通信では、避難されている皆

さまへ想いを伝えていただける方を募集しています。避

難先での活動や避難生活で感じていることなど、あなた

の想いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方な

らどなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。

「KIZUNAおおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場会津若松出張所総務課秘書広聴係

電 話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093

E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応
募
先
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町制施行60周年記念講演会を
開きます

大熊町は町制施行60周年記念行事の一環として講演会を開催します。入場無料で、事
前の申し込みは不要です。お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

◆日　　時　平成26年11月16日（日）　開場13：00　開演13：30
◆会　　場　会津若松ワシントンホテル（会津若松市白虎町201）
　　　　　　☎0242−22−6111

◆講　　師　松
まつ

平
だいら

　定
さだ

知
とも

 氏

◆演　　題　私の取材ノートから
◆講師紹介

※主な番組歴
「連想ゲーム」「日本語再発見」などの司会を経て「モーニング７」や「19時ニュース」
「ニュース11」など、ＴＶニュースを15年。ＮＨＫスペシャルは「世紀を越えて」「新シ
ルクロード」「マネー資本主義」などの各シリーズや単発ものを含めて100本以上。2009
年３月まで「その時歴史が動いた」を丸９年担当。このほか「アンコールワット」「英仏
海峡トンネル開通式」「ミレニアム中継地中海」など、海外長時間生中継シリーズ。「朝
の連続テレビ小説･かりん」などのナレーションのほか、「各種選挙開票速報」や一連の「昭
和史報道」「湾岸戦争」、それに「紅白歌合戦」などの特別番組にも多数出演。現在、ＴＶ「世
界遺産100シリーズ」や、ＮＨＫスペシャル「日本人はなぜ戦争へ向かったのか」、ラジ
オ深夜便・「藤澤周平を読む」を放送中。

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　総務課

≪プロフィール≫
【肩　書】	京都造形芸術大学 教授

	 国学院大学 客員教授

【略　歴】

1944年11月生まれ

1969年	 ３月  早稲田大学卒業

	 ４月  ＮＨＫ入社

	 ６月  ＮＨＫ高知放送局

1974年	 ８月  ＮＨＫ東京アナウンス室

2007年	 11月  ＮＨＫ退職



17 広報おおくま　2014（平成 26 年）10月号

お 知 ら せ

「大熊町ふるさとまつり inいわき」
が開かれます

11月8日（土）に「大熊町ふるさとまつりinいわき」を開催します。
キャラクターショーやふれあい歌謡ショー等、みなさんに楽しんでいただけるような
ステージイベントも準備しておりますが、各イベントの時間に関しては諸事情により変
更になる可能性がありますのでご了承ください。
当日は会場周辺の好間工業団地内に臨時駐車場を設けますので、誘導員の指示に従っ
て駐車をお願いします。臨時駐車場は数に限りがあり混雑も考えられますので、車でお
越しの際は乗り合わせでお越しいただきますようご協力をお願いします。

◆開催日時　平成26年11月8日（土）
・開会式	 10：00～10：20
・キャラクターショー	 10：30～11：00
　　【ウルトラマンギンガストリウム
　　　　　　　　　　　＆ウルトラマンゼロショー】

・伝統芸能＆町民による歌謡披露	 11：10～12：00
　　【熊川稚児鹿舞･ボイスおおくま】

・ふれあい歌謡ショー	 12：30～13：30
　　【田川寿美】

・参加型イベント	 13：40～14：20
　　【一般参加ゲーム実施】　

・キャラクターショー	 14：30～15：00
　　【ウルトラマンギンガストリウム
　　　　　　　　　　　＆ウルトラマンゼロショー】

・閉　会	 15：00

※ステージイベントの内容及び時間は変更になる場合が
　ありますので予めご了承ください。

◆開催場所　大熊町役場いわき出張所東側駐車場
　　　　　 （いわき市好間工業団地1-43）

【お問い合わせ先】大熊町観光協会（大熊町商工会内）
携帯①080-1662-1193

②080-1662-1194

熊川稚児鹿舞

田川寿美
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復興公営住宅
定期募集のお知らせ

消防署から

11月９日～ 15日まで
秋の全国火災予防運動
が実施されます！

福島県では復興公営住宅の募集を行ってい
ますが、再々募集で募集に満たなかった団地
や入居後に退去者が出た場合に、空住戸の募
集を行います。
毎月15日頃に対象住戸を確定し翌月前半
に応募を受付します。
今回募集するのは、下記の通りです。

○募集団地

所在地 団地名 棟　名 間取り 一般・
優先別

募集
戸数

福 島 市 北信 １号棟 2LDK 一般 ２
会津若松市 古川町 １号棟 ３LDK 一般 ２
郡 山 市 日和田 1号棟 2LDK 優先 １

○募集期間
　平成26年11月５日（水）
　　　～平成26年11月11日（火）

【お問い合わせ先】
福島県復興公営住宅入居支援センター
☎024−522−3320
ＨＰ http://www.npo-junkan.jp/fukkou/

大熊町ミニ文化展を開きます！
大熊町は日頃の文化活動の発表の場としてミニ文化展を開催します。多彩な作品
が多数展示されますのでぜひご覧ください。

◆会期と会場

開　催　日 時　間 場　所

平成26年11月1日（土）
～11月2日（日） 午前9時～午後5時 大熊町役場会津若松出張所2階

平成26年11月8日（土） 午前9時～午後5時 大熊町役場いわき出張所2階

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
　　　　　　　　　☎0120−26−3844

火災が発生しやすい季節
を迎えます。住民一人一人
火の取り扱いには十分気を
つけてお過ごしください。

●寝たばこは絶対にしない。
●暖房器具周辺には物を
　おかない。
●火元からはなれない。

火事と救急は119番
＜消　防　署　連　絡　先＞

◇浪江消防署　0240-38-2119
◇富岡消防署　0240-25-2119

住宅防火
【いのちを守る３つの習慣】
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お 知 ら せ

ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
ま
す
。

・
事
業
所
の
ブ
ー
ス
で
の
人
事
担

当
者
と
の
個
別
面
談
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
各
機
関
に
よ
る
職
業

相
談
・
情
報
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
０
２
４

−

５
２
９

−

５
３
９
６

就
　
職

募
　
集

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合

同
就
職
面
接
会
を
開

き
ま
す

自
衛
隊
員
を
募
集
し

て
い
ま
す

平
成
27
年
３
月
、
新
規
に
大
学

等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成
24
年

３
月
以
降
に
卒
業
し
て
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社

員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

は
次
の
通
り
自
衛
隊
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
試
験
に
つ
い
て
の
詳

細
は
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

会
津
若
松
出
張
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
　

会
津
若
松
出
張
所

☎
０
２
４
２

−

２
７

−

６
７
２
４

す
。
若
者
応
援
企
業
を
中
心
に
県

内
企
業
１
０
０
社
が
参
加
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
と
内
容

11
月
26
日
（
水
）

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

午
後
０
時
30
分～

午
後
０
時
50
分

・
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

午
後
０
時
50
分～

午
後
１
時
50
分

・
合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

◆
会
場

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

（
郡
山
市
南
二
丁
目
52
番
地
）

◆
主
催

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
、
福

島
・
郡
山
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
福
島
県

◆
そ
の
他

・
事
前
申
し
込
み
不
要
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

募集職種 資　　　格 受付期間 試験期日 将来の展望

高
等
工
科
学
校
生
徒

推　
　

薦

男子中卒（見込み含む）
17歳未満の、成績優秀かつ
生徒会活動等に顕著な実績を
納め、学校長が推薦できる者

平成26年
11月１日〜12月５日

平成27年
１月10日～12日
＊いずれか１日を指定さ

れます。

将来、陸上自衛 隊におい
て、高機能化・システム
化された装備品を駆使・
運用するとともに、国際社
会においても自信を持っ
て対応できる自衛官とな
る者を養成するため中学
校卒業等を対象に採用す
る制度です。

一　
　

般

男子中卒（見込み含む）
17歳未満の者

平成26年11月１日
～平成27年１月９日

１次試験
平成27年１月24日

２次試験
平成27年２月５日～８日
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金
融
庁
と
財
務
局
か
ら
大
切
な

お
知
ら
せ
で
す
。
東
日
本
大
震
災

に
よ
り
住
め
な
く
な
っ
た
家
の
住

宅
ロ
ー
ン
、
残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

「
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
を
受
け

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
債
務
の
免
除
に
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

「
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
個
人
信
用
情
報
の
登
録
な
ど
の

不
利
益
を
回
避
で
き
ま
す
。

②
国
の
補
助
に
よ
り
、
弁
護
士
費

用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
運
営
委
員
会
に
登
録
さ
れ
た
弁

護
士
の
費
用
に
限
り
ま
す
。

③
手
元
に
残
せ
る
現
預
金
の
上
限

が
、
５
０
０
万
円
を
目
安
に
拡

張
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
捐
金
等

は
、
上
記
５
０
０
万
円
と
は
別

に
手
元
に
残
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

相
　
談

個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

つ
い
て

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
被
災
状
況
、
生
活
状
況
な
ど
の

個
別
事
情
に
よ
り
減
額
が
あ
り

得
ま
す
。

こ
の
制
度
は
被
災
さ
れ
た
方
の

生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
を
！

個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

−

３
８
０

−

８
８
３

福
島
支
部

☎
０
２
４

−

５
２
６

−

０
２
８
１

※
受
付
時
間　

　

平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時

こ
の
度
、
震
災
以
降
続
い
て
い

た
所
得
税
の
申
告
期
限
延
長
が
解

除
と
な
り
、
来
年
の
3
月
31
日
が

申
告
の
期
限
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
税
務
署

で
は
9
月
29
日
か
ら
11
月
28
日
ま

で
の
間
、
被
災
者
の
方
に
対
す
る

申
告
相
談
の
期
間
を
設
け
て
お
り

ま
す
。
期
限
直
前
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
平
成
22
年
分
か
ら

平
成
25
年
分
ま
で
の
申
告
が
お
済

み
で
な
い
方
や
、
雑
損
控
除
の
申

告
を
ご
希
望
の
方
は
、
な
る
べ
く

こ
の
機
会
で
の
ご
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報

9
月
15
日
号
に
同
封
さ
れ
て
い
る

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

 

雑
損
控
除
に
つ
い
て

原
発
事
故
の
被
災
者
の
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
東
電
か
ら
の
家
財

の
賠
償
額
が
国
税
庁
で
定
め
る
家

財
の
評
価
額
と
異
な
る
た
め
、
雑

損
控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
震
災
当
時
の
家
族
構
成

等
に
よ
り
評
価
額
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

税
務
課

福島県内の税務署の所在地・電話番号等
税　務　署 所　在　地 電話番号

福 島 税 務 署 福島市森合町 16-6 024-534-3121
会 津 若 松 税 務 署 会津若松市城前 1-82 0242-27-4311
郡 山 税 務 署 郡山市堂前町 20-11 024-932-2041
い わ き 税 務 署 いわき市平字菱川町 6-3 0246-23-2141
白 河 税 務 署 白河市中田 5-1 0248-22-7111
須 賀 川 税 務 署 須賀川市東町 135-1 0248-75-2194

喜 多 方 税 務 署 喜多方市字花園 38
（旧福島地方法務局喜多方出張所） 0241-24-5050

相 馬 税 務 署
相馬市中村字曲田 92-2
※相談会場はビアフレスコ
( 南相馬市原町区北原字境堀 225)

0244-36-3111

二 本 松 税 務 署 二本松市亀谷 1 丁目 29 0243-22-1192
田 島 税 務 署 南会津郡南会津町田島字寺前甲 2939-2 0241-62-1230
※電話によるご相談とご予約は、自動音声に従って「０」番を選択してください。なお、電話
による受付は平日の午前９時から午後５時までです。

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先
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お 知 ら せ

福
島
県
内
の
各
税
務
署
は
11

月
、
平
成
26
年
分
年
末
調
整
説
明

会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
源
泉
徴
収
義
務
者
あ
て

に
送
付
し
た
年
末
調
整
関
係
書
類

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
年
末
調
整
関
係
書
類
に
つ

い
て
は
、
税
務
署
に
お
届
け
の
あ

る
住
所
あ
て
に
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
ま
だ
送
付
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

相
馬
税
務
署

法
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
４
４

−

３
６

−

３
１
１
１

（
音
声
案
内
で
「
２
番
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
）

平
成
26
年
10
月
１
日
付
で
、
町

の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
次
の

方
々
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
29
年
９

月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

〈
再
任
〉

◇
新
谷　

孝
明
さ
ん
（
熊
）

◇
林　

理
恵
子
さ
ん
（
下
野
上
）

◇
田
澤　

憲
郎
さ
ん
（
下
野
上
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広

め
る
啓
発
活
動
や
町
民
の
み
な
さ

ん
の
人
権
相
談
な
ど
に
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
な
に
か
お
困
り
ご
と

が
あ
る
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

住
民
課
住
民
係

広
報
お
お
く
ま
10
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
年
度

例
年
、
秋
口
か
ら
冬
期
に
か
け

て
は
、
日
没
時
間
が
早
ま
る
た
め

交
通
事
故
が
増
加
し
、
特
に
午
後

４
時
か
ら
午
後
７
時
の
時
間
帯
は
、

横
断
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
等

が
被
害
者
と
な
る
重
大
事
故
が
多

発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
日
没
前
後
は
下
校
、
買

い
物
、
退
社
な
ど
で
道
路
交
通
が

混
雑
す
る
こ
と
に
加
え
、
視
認
性

が
低
下
し
て
周
囲
の
状
況
が
確
認

し
に
く
く
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も

一
日
の
疲
れ
が
重
な
り
集
中
力
が

低
下
し
が
ち
で
す
。

お
知
ら
せ

交
通
安
全

年
末
調
整
説
明
会
を

開
き
ま
す

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

Ｐ
Ｍ
４（
ピ
ー
エ
ム・フ

ォ
ー
）ラ
イ
ト
オ
ン
運

動
を
実
施
中
で
す

お
問
い
合
わ
せ
先

お
問
い
合
わ
せ
先

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
車
両
を

安
全
に
運
転
す
る
た
め
に
は
、
自

車
の
存
在
を
い
ち
早
く
周
囲
に
知

ら
せ
る
ほ
か
、
交
通
の
危
険
を
早

期
に
発
見
し
て
回
避
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
時
期

の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
「
午
後
４
時

を
目
安
と
し
た
ラ
イ
ト
の
早
め
点

灯
」
お
よ
び
「
ラ
イ
ト
の
上
向
き
・

下
向
き
の
こ
ま
め
な
切
替
え
」
に

よ
る
安
全
運
転
を
促
す
な
ど
し
て

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

対
象
に
な
る
年
齢
で
、
す
で
に
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
ご

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

−

２
６

−

３
８
４
４

お
問
い
合
わ
せ
先

◆
期
間

平
成
26
年
11
月
１
日
（
土
）

～
平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）

◆
主
唱

福
島
県
・
福
島
県
交
通
対
策
協

議
会

◆
推
進
機
関
・
団
体

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
構
成

機
関
・
団
体

地
方
交
通
対
策
協
議
会
構
成
機

関
・
団
体

市
町
村
、
市
町
村
交
通
対
策
協

議
会
構
成
機
関
・
団
体

会津大短期大学部で
「子どものための味覚教育」
　会津大短期大学部地域活性化センターは11月22
日、特別公開講座「子どものための味覚教育」を
開きます。味覚教育の創始者ジャックピュイゼ博
士（フランス）と連携し、日本で味覚教育を提唱
している千葉大の石井克枝教授が、子どもの五感
を育てる味覚教育のポイントを紹介します。皆さ
んの参加をお待ちしています。

◆日　　時：11月22日（土）午後１時30分～
◆会　　場：会津大短期大学部310教室
◆参 加 費：　無料
◆申込期限：11月18日（火）※先着150人まで。

　　　【お問い合わせ先】
会津大短期大学部　☎0242−37−2300
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県民健康管理ファイル説明会を開きました
大熊町は９月、福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターと福島県の担当者
を招き、会津若松市で県民健康管理ファイルの活用に関する説明会を開きました。

震災後の大熊町の動きや一時立ち
入りを含めた放射線関係の記録や、
総合健診の結果やお薬手帳など健康
の記録を綴っておきましょう。

基本調査の回答は全県で26.4％（H26
年6月30日現在）と少ないですが、大熊
町は52.3％の方に提出していただいてい
ます。提出者のほとんど（96.9％）は初
期被ばく２mSv未満でした。

※今後、会津若松市以外でも説明会を実施予定です。

①基本調査を提出したか分からない時、結果通知をなくした時はどうしたらよいか。
→福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センター（☎024-549-5130）に問
い合わせていただければ、提出しているかの照会、結果の再発行ができます。（土
日祝日を除く午前９時～午後５時）

②内部被ばく検査結果の説明が足りないと感じる。
→県の内部被ばく検査を受けた方の相談窓口としてコールセンターを設置していま
す。

③ファイルはどの市町村に配布されているか。
→基本調査を提出した方、甲状腺検査の対象者に配布しています。また浜通りには
基本調査を提出していなくても全員に配布済です。

④ファイルの記入欄が足りなくなった時はどうすればよいか。
→県のホームページからダウンロードが可能です。

※分からないときは大熊町保健センター（☎0120−26−3844）へ
お問い合わせください



　長引く避難生活や放射線への不安は、お子さまの健康に影響を与えることが懸
念されています。小児検診は疾病の早期発見、早期治療のために行っています。
　受診可能日は、平成26年12月までの診療日（開院日）となっています。今年度の受
診期間も残りわずかです。冬期は感染症や予防接種等により医療機関の混雑が予
測されるため、お早めに受診されることをお勧めします。

小児健診は受診されましたか？

平成23年度時指定避難区域の住民で、平成11年
４月２日から平成26年４月１日までに生まれた方
（０歳～６歳及び小学１年生～中学 3年生）

無料

対　象

費　用

【お問い合わせ先】福島県立医科大学 放射線医学県民健康管理センター
　　　　　　　　　☎024-549-5130（土日祝日を除く9:00～17:00）

ふくしま心のケアセンター会津方部センターは住民の方が
気軽に立ち寄りくつろいで自由にすごしていただける場「ふら～っとルーム」を

会津若松市内 3ヶ所で開催しています。どうぞご利用ください。

のお知らせ「ふら～っとルーム」

ふくしま心のケアセンター　会津方部センター
TEL.0242-28-6252

　　　　場　　　　所
ゆっくりすっぺ
交流ステーション　
コミュニティー結.com
第二中学校西応急仮設住宅集会所

　　　　　　　　　日　　　時
毎週月曜日（祝日を除く）　午後1時30分～3時30分

11月18日(火）　午後1時30分～3時30分

11月13日(木）　午前10時～12時

※受診できる医療機関など、詳しくは対象の方にお送りしている
　「小児健康診査」に関するお知らせをご覧ください。

　保健だより
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　会津地域にお住まいのお子さんとママ、妊婦さんた
ちを対象に交流会を開催します。
　みなさんで楽しくおしゃべりしませんか？参加者は
大熊町の方です。ぜひご参加ください。

会津地域ちびくまランド

こころの元気を育てる講座

懐かしい料理であつまっぺ！

１１月１７日（月）１０時～１２時
おおくまサロン　ゆっくりすっぺ　
概ね０、１歳児と保護者、妊婦さん（上のお子さんの参加も大歓迎！！）
母子健康手帳、バスタオル（ベビーマッサージ用）、育児に必要な物、
身体計測、ベビーマッサージ、相談等、育児に関する情報交換、お好み
の飲み物でティータイム
保健師、管理栄養士、助産師(おひさまの会)、保育士

日　時
場　所
対象者
内　容

スタッフ

11月2７日(木)　10時30分～14時
南相馬市原町保健センター（南相馬市原町区小川町322－1）
調理実習と交流会　＊食べに来るだけでも大歓迎
庄子ヤウ子さん＆食生活改善推進員
20名
500円
電話にて

と　き
ところ
内　容
講　師

参加費
申込み

定　員

※ゆっくりすっぺに駐車場はありませんので、
　役場の駐車場をご利用ください。

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所保健センター　☎0120－26－3844

【お問い合わせ先】いわき出張所保健師　☎0120－26－5671

子育てや生活のことなど、みなさんで気軽にお話しましょう！

南相馬で開催！

　保健だより
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【お申し込み・お問い合わせ先】
大熊町役場いわき出張所　
保健師／花房敬子・市岡美奈
☎0120－26－5671

新たに挑戦！～そばうち～
こころの元気を育てる講座

11月は大熊町社会福祉協議会
主催サロンにお邪魔します。

食べて、喋って、
カラダを

動かしませんか

子育てひろば

いわき出張所

各種催しのご案内

11月12日(水)と25日(火)

午前９時30分～正午

いわき出張所　2階

未就学児とその親
（祖父母も大歓迎）

不要

日にち

時　間

場　所

対　象

申込み

11月28日(金)　9時30分～13時30分
常磐共同ガス株式会社　ガスワンキッチンスタジオ「ステラ」
 (いわき市常磐湯本町日渡74－7）　駐車場有り
阿部淳平さん
500円
10名
11月4日(火)から電話にて先着順　

日　時
会　場

講　師
参加費

申込み
定　員

11月４日(火)
場所：泉公民館 (健康体操 )
講師：永山剛士 健康運動指導士

11月1１日(火)
場所：鹿島公民館 (健康体操 )
講師：新田　隆 介護予防運動指導士

11月25日(火)
場所：四倉公民館（料理教室）
内容：「ごはんで作るだまこ汁」

各会場10時からです。
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町民掲示板

猪苗代町のホテルリステル猪苗代で
10月５日、夫沢１区の総会を開きま
した。総会には、渡辺町長をお招きし、
ごあいさついただきました。
約50人が県内外から出席した総会

では、区の会計や地区集会所、今後の
総会の開催等が議題とされ、今までに
ない活発な会となりました。また、昨
年の総会時に申し合わされた中間貯蔵

下野上１区女性部の総会を９月26
日、いわき市のかんぽの宿で開きま
した。昨年より参加者が増え、県内
外から15人が集まりました。お互い
近況を報告し合い、にぎやかで楽し
いひとときを過ごしました。
来年も同じころ、いわき市で開く

予定です。今回同様、広報おおくま
と町公式ホームページ、ブログ大熊
町などでお知らせしますので、皆さ
まのご参加をお待ちしています。

夫沢１区の総会を開きました

下野上１区女性部の総会を開きました

施設への考え方については、個々の事情も考慮し、
夫沢１区としては、個々の判断にゆだねることと
しました。

総会終了後には、和やかに懇親会が開かれ、そ
の中では、毎年地区の盆踊りの際に奉納されてい
た夫沢１区伝統の「神楽」も有志により披露され、
皆で楽しいひとときを過ごしました。

（夫沢１区長・杉本征男）
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町民掲示板

◆日　時　12月６日㈯　午後６時～
◆場　所　穴原温泉「吉川屋」
　　　　　〒960-0282 福島県福島市飯坂町湯

野字新湯６ ☎024−542−2226
◆会　費　10,000円（当日徴収）
◆申込方法　11月28日㈮までご連絡ください。

県北地方大熊町避難者交流会「こらんしょ
大熊」は下記の日程で忘年会を開きます。皆
さまのご参加をお待ちしています。

こらんしょ大熊を
（県北地方大熊町避難者交流会）

忘年会を開きます

【お問い合わせ】代表 管野充史 ☎090-7233-1148

◆日　時　11月20日㈭　10：00～
・おしゃべりサロン

※針を持ってチクチクサロンになるかもしれません。
◆場　所　川口市立やすらぎ会館（川口市南

鳩ヶ谷6－8－16）
※11月23日、川口市社協主催の「社協まつり」に浪江
焼きそばのブースを出します。参加して３回目にな
ります。ときどき福島に縁を持った方が尋ねられま
す。それがとても楽しみです。

※12月は18日、忘年会を予定しています。

【お問い合わせ】
ひまわりの会 ☎080-5431-0123（島田）

◆日　時　平成26年11月29日㈯ 
9：30～12：00 

◆場　所　社団法人茨城県産業会館
(水戸市桜川2－2－35)

◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用くだ
さい

◆内　容　懇談会および懇親会

大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内

11月の定例会は次の通り開催します。

【お問い合わせ】
野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ

あつまっかおおくま交流会を開催します（柏崎市）

埼玉県へ避難している皆さんへ

輪になろう！ ふみ出そう！

ひまわりサロン

◆日　時　11月19日㈬ 　10時〜15時 
◆場　所　大熊町役場いわき出張所２階
　　　　　調理室
◆主　催　すまいるサロン
◆入　場　無料
◆持ち物　マイカップ、おにぎりなどの
　　　　　昼食

お茶会「すまいるサロン」
を開催します

【お問い合わせ】☎080-1830-5567（小林）

いわき市内に避難している皆さん！

大熊町民であればどなたでもご参加いただ
けます。ご参加お待ちしています！

新潟県柏崎市方面に避難されている町民の皆
様のご参加をお待ちしております。
毎月第三金曜日にイベントを企画しておりま

す。
今月はボウリング大会を企画しております。

【お問い合わせ先】代表　平子恵理子　☎090-2999-6278

◆日　時　11月21日㈮
　　　　　10時から11時30分ごろまで
◆場　所　柏崎市茨目2丁目8番21号　
　　　　　ダムズボウル柏崎店
◆参加費　500円（一人あたり）
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おくやみ申し上げます
死亡者名 年 齢 住　所

渡　部　　　剛 75 歳 南 平

坂　本　洋　子 65 歳 新 町

死亡者名 年 齢 住　所
渡　辺　芳　雄 89 歳 長 者 原

齋　藤　　　博 78 歳 中 央 台

髙　野　トシ子 83 歳 中 央 台

2014年（平成26年）９月

○人口及び世帯数
人口数 世帯数

平成23年３月11日時点 11,505 4,235

平成26年９月30日現在 10,878 3,954

増　　減 △627 △281

●避難先の状況　（平成26年９月１日現在）
福島県内の主な避難先地域
いわき地域4,183人、会津地域2,126人、
県中地域1,113人

福島県外の主な避難先都道府県
埼玉県405人、茨城県409人、
東京都310人

大熊町の避難状況

大熊町公式サイト、ブログ大熊町では新着情
報や重要なお知らせなどを随時更新しています。
ぜひご覧ください。

 大熊町公式サイト 
　http://www.town.okuma.fukushima.jp/

 ブログ大熊町 　http://blog-okuma.jugem.jp/

を ,ご利用ください !

大熊町公式サイト、
ブログ大熊町

大熊町公式サイト、
ブログ大熊町
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７
月
に
会
津
若
松
市
で
開
か
れ
た
夏
ま
つ
り
で
大
熊
町
の
伝
統

芸
能
、
熊
川
稚
児
鹿
舞
が
４
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
同
市
と

い
わ
き
市
で
暮
ら
す
２
組
の
小
学
生
の
兄
弟
が
踊
り
手
役
を
務
め

ま
し
た
。
道
具
が
津
波
で
流
さ
れ
た
り
練
習
場
所
が
遠
か
っ
た
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
見
事
に
成
果
を
発
揮
し

ま
し
た
。
し
ば
ら
く
お
目
に
か
か
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
古
里
を
遠
く
離
れ
て
披
露
さ
れ
た
舞
に
は
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
涙
を
流
し
て
見
物
す
る
皆
さ
ん
も
お
り
、
伝
統
芸

能
が
持
つ
求
心
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

一
方
、
皆
さ
ん
に
お
配
り
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
動
画

で
は
、
町
の
民
話
を
紹
介
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
団
体
お
お
く
ま
ふ
る
さ
と
塾
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

語
り
と
挿
絵
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
今
に
伝
わ
る
町
内
の
民
話

は
40
と
も
50
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
20
前
後
の
話
を

順
次
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

伝
統
芸
能
や
民
話
は
古
里
で
何
百
年
も
か
け
、
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
財
産
で
す
。
町
は
千
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
災

害
に
見
舞
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
も
の
が
奪
わ
れ
、
３
年
半
が
過

ぎ
た
今
も
戻
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
、脈
々

と
続
け
ら
れ
て
き
た
暮
ら
し
を
、
こ
こ
で
途
切
れ
さ
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
私
た
ち
町
民
の
心
に
残
り
、
今
も
輝
き
続
け

る
古
里
の
財
産
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

 大熊町役場 

●会津若松出張所
（総務課、企画調整課、税務課、住民課、福祉課、
健康介護課、環境対策課、生活支援課、産業建
設課、出納室、教育総務課、議会事務局）
〒965-0873 会津若松市追手町2-41
TEL：0120-26-3844（フリーダイヤル）
FAX：0242-26-3794

●いわき出張所
（生活支援係、健康介護係、復興事業課）
〒970-1144 いわき市好間工業団地1-43
TEL：0120-26-5671（フリーダイヤル）
FAX：0246-36-5672

●中通り連絡事務所
〒964-0915 二本松市金色421-10　

　　　　　　　オフィス・ウインドストリーム１F
TEL：0120-24-1013（フリーダイヤル）
FAX：0243-24-1259

●現地連絡事務所
〒979-1306 大熊町大字大川原字手の倉125

坂下ダム施設管理事務所内
TEL：0240-32-2318　FAX：0240-32-5460
※現地連絡事務所では大熊町内の防火・防犯、
一時立入者の補助業務を行っています。それ
以外の業務につきましては、会津若松出張所
またはいわき出張所、中通り連絡事務所へお
問い合わせくださいますようお願いします。

 大熊中学校 
〒965-0003 会津若松市一箕町八幡字門田9-2
TEL：0242-23-7214　FAX：0242-37-7157

 大野小学校 
〒969-3411 会津若松市河東町大田原字村中186
TEL：0242-75-2350　FAX：0242-75-2352

 熊町小学校 
〒969-3411 会津若松市河東町大田原字村中186
TEL：0242-76-1821　FAX：0242-76-1822

 大熊幼稚園 
〒969-3471 会津若松市河東町広田字塩新182
TEL：0242-75-3150　FAX：0242-76-1718

 大熊町社会福祉協議会 

●会津若松出張所
〒965-0873 会津若松市追手町2-41

（大熊町役場会津若松出張所内）
TEL：0242-29-5760　FAX：0242-29-5761

●いわき連絡所
〒970-1144 いわき市好間工業団地1-43

（大熊町役場いわき出張所内）
TEL：0246-38-8920　FAX：0246-38-8921

●大熊町関連施設お問い合わせ先●

町
長
室
か
ら

�

渡
辺
　
利
綱

残されたもの

●中通り連絡所
〒964-0915 二本松市金色421-10　

（大熊町役場中通り連絡事務所2階）
TEL：0243-24-1338　FAX：0243-24-1339

 大熊町商工会 
〒965-0873 会津若松市追手町2-41

（大熊町役場会津若松出張所内）
TEL：0242-29-5770　FAX：0242-29-5771



あらかると
à la carte

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。
この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

大熊町内で営農再開の可能性を探るため、大川原字
南平の実証田で栽培されていたコメの収穫が10月７日
行われ、関係者が４年ぶりの稲刈りに汗を流しました。
約23アールの水田でひとめぼれを育てていました。

稲刈りには町農業委員や地元農家、町職員ら10人余り
が当たりました。鎌で１株ずつ手刈りし、束ねて棒掛
けにしました。台風一過の晴天の下、参加者は笑顔で
作業しました。
コメは放射性物質の含有量を調べるため検査機関に

送られる以外はすべて廃棄されます。
町農業委員の堀川健さんは「手刈りなんてするのは

30年ぶりぐらいだ。
若いころは 大 変に
思ったこともあった
が、久々の農作業は
昔を思い出して懐かし
かった」と話していま
した。

大川原で稲刈り

大熊町立小中学校、幼稚園の合同運動会「顔
晴（がんば）ろう！大熊っ子！大会」は９月
20日、会津若松市河東町の熊町・大野小の仮
校舎校庭で開かれました。
開会式で聖火入場、優勝旗返還などを行っ

た後、26種目を繰り広げました。応援合戦や
かけっこ、ダンス、玉入れ、綱引き、組体操
などに取り組みました。昼休みには町出身の
陸上選手秋本真吾さんと一緒に走ったり、高
校生がフラダンスを披露したりする時間もあ
りました。
晴天に恵まれ、子どもたちはさわやかな汗

を流しました。保護者や町民らが大勢詰めか
け、一生懸命な子どもたちを見守りました。

顔晴ろう！大熊っ子！

▲

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
す
る
子
ど
も

▲稲を鎌で刈り取る参加者 ▲稲刈りを前に笑顔を見せる参加者

▲長縄跳びの回数を競う中学生

▲ダンスを披露する園児

発行：大熊町役場総務課　　所在地：福島県会津若松市追手町2番41号
電話：フリーダイヤル0120-26-3844(代表)　　E-mail：okuma@town.okuma.fukushima.jp
ブログ大熊町 http://blog-okuma.jugem.jp/　 
大熊町公式ホームページ http://www.town.okuma.fukushima.jp/


